























ても別にふしぎではない。そこには大海にすむ大蛇 Midhgardhsormrと Thorr との
戦い，Baldrの盛大な葬儀とならんで.Heimdalrと Lo!{iとがある宝物をめぐって戦
うさまがみられた。もちろんその笑物はのこってはいないが，そこにまねかれた吟遊詩






2) Laxdoela sage c. 29. 
3) いわゆる SamundarEdda (頭文エッグ，古エッダ)と区別して散文エッダ，新
エッダともいう。
4) F. Jonsson : Den norsk.islandske Skjaldedigtning (Kopenhagen 1908妊)で
とれを HusdrapaStr. 2としている。 SnorraEdda中での場所は Sk:i.ldskapar-
mil (Dichtersprache) c.16， Lokiの kenning(詩的言いかえ)を論じたとこ
ろである。 (Thuleの独訳では S.144.)なお，印刷の使宜のために G.Dumezil 
にならって 品は dh，Vは th，Qは oとかきかえた。
2 
Radhgegninn bregdhr ragna 
rein at Singasteini 
frぉgrvidh五rnasl田 gjan
Farbauta mog vari ; 
mod:1o日ugrradhr moedhra 
mogr hafnyra fりgru，
kynnik， adhr ok einarr 
atta， madhar thottum. 
kenningをたっぷりと使いその上どうやら写本家の写し損じもあるらしいとの
Stropheの解釈はこ と半世紀間研究者をなやまして来た。まず F.Jonsson')は %Der
resolute， beruhmte W証chterdes Gotterweges begibt sich mit dem sehr listigen 
Sohn Farbautis (=Loki) nach Singasteinn; der mutige Sohn von neun (eig. acht 
und einer) Muttem kommt zuerst in den Besitz des strahlenden Steines ; das 
mache ich in einem Abschnitt des Gedichtes bekannt. ~めと訳した。しかしこの
訳は後に何人かの批判をうけてほとんど原型をとどめないまでに修正された。 ことにと
こで問題となる前半7)がひどい。
J. de Vriesめは reinatを reinarとなおし，bregdha mit Dat. (Singasteini)を
~to take suddenly away~ と考えた。つまり， Snorri (および F.Jonssonその他も)
が考えていたように Singasteinnは地名めではなく Heimdallrが Lokiからとりあげ
た品物一一七afnyraと同一であり， vidh mit Acc. は〈牢together with~ ではなく
〈主inopposition to， against;"とした。すると 1-6行は 〈主Dererfahrene， beruhmte 
Schirmer des Landes der G凸tterreisst den Singasteinn bei (?) Loki an sich ; 




5) a. a. O. BI， S. 128. 
6) 原文はデソマーク藷，F. Str凸m，Loki (G凸teborg，1953)， S. 132の独訳による。
7) 後半にも Heimdallrに 9人の母親がし、るとい うまことにふしぎな記述がある
が，しばらくはふれなし、。
8) The Problem of Loki (Helsingfors 1933， Folklore Fellows Communications 
110)， S. 126 f. 
9) S!fildskaparmal c. 16で %erC=Heimdallr ist der Besucher der Waga= 
Schare und des Singa=steins (tils仙 irVagaskers ok Singasteins)-als er 
den Handel mit Loki hatte um das Brisingamenhalsband~ としている。
10) B. Pering， Heimdall (Lund 1941)， S.210の独訳による。
3 
二人の間の敵対関係、はひろくしられていたものだったらしし、。Skaldskaparmalc. 6 
では Heimdallrが LokadδIgr (Lokis Feind)， c.16では逆に Lokiがthroetu.dolgr
Heimdallr (H.s Wideroacher)とよばれている。もっとも， Snorra Eddaの Gylfagin.
ning c.19によれば Lokiは Schandfleckeder G凸tterund Menschenときめつけ
られているから，一応はどの神からも敵対視されていたわけだが，Heimdallrと Loki
が相互に dolgrとなっている以上はなにかそとに本然的な関係があるのにちがし、ない。
これは Snorriによれば Husdrapaの神話に発したものら しい。彼は Skaldskaparmal
c.16 (注 9)で Ulfrの作品にはない Brisingenhalshand(hrlsingamen)をはっきり
と二人の争いの対象としている。我A としては Snorriの言うところを信ずること 1りか
ら出発し，第一の操作として signasteinn=hafnyra= brisingarnenの等式をおかなけ
ればならなし、。
brisingamenは神話ではかなりしられている 12)。女神 Freyjaの Halsband(rnen) 
である。古エッダの Thryrnskvidha(Thryrnslied)によると ，Thorrの大切な武器で
あり ，:2人族に対する神々の安全を保証する欽腿 Mjolnirがぬすまれた時，Loki は
Freyjaの羽衣 (fjadhrhamr)をかりてE人の国へ偵察に行き，:2人 Thrymrが Mjりlnir
をぬすんだ犯人で Freyjaを妥によこさなければかえさないと言っていると報告する。
ThorrからE人の妻になってくれとたのまれた Freyjaはかんかんに怒り，ために大
brisingamenはさけた (st凸kket mikla men Brlsinga)。神々がひらいた会議の席で、
Heimdallr (!)が Thorrに brisingamenをもたせ花嫁に化けさせて亙人の国へやろ
うと発案し，Thorrはそれに従い待女になった Lokiをつれて Thryrnrを訪ね，komisch
な場面をかさねた後首尾よく Mjolnirをとりもどすのである。
また Sorlathattrめ では Freyjaが4人の依儒に作らせた brisingamenをυdhinn
に命ぜられて Lokiがぬすみ出している。これも Thrymskvidhaも共に Gりtterschwank
ともし、うべき作品でいろいろなおまけがついているが，両者に共通するものは Freyja
-brl singamen-Loki である。後の神話ではいろいろに形がくずれては来るがその背
後に Lokiがぬすんだ brIsingamenを Heimdallrがとりもどすという Motivをよ
みとることは， Husdrapaがある以上さして困難ではなし、。 Thrymskvidhaは Mj凸1-
nirの盗維という Motivにこれが組み合わされたものである14)。それだから Skaldska-
11) 一時 E.Mogkによって うたがわれた Snorriの信怒性については，W. Baetke， 
Die Gotterlehre der Snorra-Edda (Berlin 1952)を参照せよ。
12) しかしその語義はあきらかでなし、。 vgl. B. Pering， a. a. O. S. 213任 ある時は
大文字である時は小文字でかかれ，第'-1子綴の iの長短も一定していない。
13) Flateyjarbok中に収められた 14世紀の散文作品。 (Thrymskvidhaは 12世
紀の終ごろとされる。しかしその緊材となった神話はもちろんずっと古いわけ
である。)
14) Lokiは Thrymskvidhaでは Thorrの， Sorla tha.trでは Odhinnの助手と
なって悪玉の役割を克除されているので，Heimdallrもそれにともない前者に
4 
parmal c.8は Lokiを thjofrbrisingamens (der Dieb B-s)， Heimdallrを men-




ている。 しかしもっとも興味の為るのは B.Pering の衣の解釈であろう。 彼はこれ
を hafnyraから解こうとしている 16)0 hafは Meer， n示raは Niere一野放である。
アイス ランドで lausnarsteinar(Geburtssteine)，ファ ロエ諸島と ノルウェ ーで vette-
nyrer (Wichtnieren)とよばれている安産のお守りは突は右ではなくて，西イゾ ド諸
島からメキシ コ約流ではこばれて来た木の実 (Entadagigalobiumまたは Pusoetha
scandensの突)であ り， 一見容l臓の形をしている。フラソスの人 CarolusClusius 
(1525-1609)の Exoticorumlibri decemと題する侍物誌の最後の巻でこのような木の
実についての説明がされているととろに，<吉ノノレウェ 一人はそれらを Renesmarinos 









この Wicht論についてはここで立入って論ずる紙面もまた能力もないが.F. Strom 
も指摘しているようにめ， ここにはなぜ Lokiがこの品物に固執したかの説明がなし、。




でもう一度 hafnyra を再検討してみたい。 腎!織というのはたしかに奇妙な思いつきで
あっては Ratgeberにかわり後者ではすっかり姿を消しているが，たとえわき
役にしろ Thrymskvidhaで登場するのは決して偶然ではなL、。
15) Heimdallr， dieu岳nigmatique(Etudes Germaniques， 1955， 4) p.258. 
16) a. a.O. S. 217 f. 
J. de Vriesはその AltgermanischeReligionsgeschichte 11. (Berlin 1957) 
S.260では Peringの説をみとめているよう である。
17) a. a. O. S. 148 f. 






















②は Marchen によくみられる Motivである。E人などの超自然的存在が自分の
魂一一生命を体の外のどこか近よりがたい場所にかくし，その結果不死身となるお〉。そ
19) ノルウェ ーでは s的中nner(Seebohnen)ともよばれている。
20) Myt:1os und Religion I (Volkerpsychologie. Bd. 4， Leipzig 1920) S. 90. 
21) gr. nephros， lat. nefrones (renesとならんで)，ahd. nioro， mnd nere. 




23) W. Muller， Geschichte und System der altd巴utschenReligion (G凸tingen
1844)， S. 229 f. この説は部分的な修正を加えられながらも現在にいたるまで
効力を失っていない。
24) 古エッタ.の HyndluljδhStr. 35は〈宕9人のE人の乙女が彼を地のはてで生ん
だ (niubaru thann...j凸lnameyjar vidh jardhar throm)::Tとうたっている。
衣に 9人の乙女の名が出ているが手がかりは与えてくれなし、。Mullerはたとえ
ばl臼エッダ HelgakvidhaHundingsbana (Das Lied von Helgi， dem Hundi-





なし、。Thrymskvidhaで雷神 Thorrが Freyjaの brisingamenをかりてこの女神に
なりすますのだが，これは単なる変装とは思えなし、。Str.27でにせの Freyjaに接吻
しようと相手のヴェー/レをとった Thrymr はおどろいて叫ぶ。 %Freyj~ の阪はなんと














Thrymskvidha Str.22もNj凸rdhrの居所を Noatun(Schifs凶 te，Hafen)としてい
る。もちろん，人類に富と繁栄をもたらすものとしての海の利Iである。現在にのこって
いる神話では Freyjaと海との直接の関係、はみられないが，Nj凸rdhrの娘にそれがない





26) %hvi eru凸ndottaugu Freyju ?/thykki mer or augum eldr um brenna. ~ 
27) 古エッダ，Sigurdharkvidha en skamma (Das kurze Sigurdlied) Str. 36. 
28) Skfildskaparmal c.18. 
29) Lokiの変身はまた別の神話である。彼はある時は牝馬となって仔馬を産・んでさ
えいる (Gylfaginningc.42)。




31) これは Loki の重要な(しかしエッタ・の神話の表面には見あたらなし、)一面で

























32) Er thess thar getit， er their v白rui s田 lalikium. (S冊 lafi selr [eng. seal] 
の pl.G.) 
33) r. Lindquist (Guden Heimdall enligt Snorres 凶llor. [発行年不明]，S.82 
任)は， リトアニア語の rainas(graugesprenkelt)， ruinis (Seehund)から類
















表面的な連山であろう。それよ り奥の事情はわからなし、。 J.deVries は31)，<主Der
Kampf in Robbengestalt durfte auf ein Urzeitgeschehen hinweisen， weil die 
Robben als Bewohner des Urwassers gelten konnten~ とのべているが，これは問
題を故意にぼやかしてしまったようなきらいがある。deVriesは G.Durnezilのヒ ン
ト3めにもとづいて Heimdallrを Anfangsgott(dieu premier)と考えたからだが，そ
うすると Lokiにも同じ資絡を与えなければいけなくなる。










37) Altgerm: Religionsgeschichte I， S. 243 
38) G. Dumezil， Les Dieux des Indo-Europeens (Paris 1952) p.104-105. こ





発言し，ragnarりk(後出)をまずしらせる usw.~の理由から dieu premier 
としている。
39) G. Dumezilは Loki(Paris 1947) p. 48 note 3 で ~Je n'insiste pas ici sur 
ce mythe qui， de Loki， enseigne des choses qu'on sait par ailleurs (qu'il 
est voleur et qu'il se transforme en animal)， et d'autres qui ne 5'在claire-
ront que par une岳tude pr岳alablede Heimdallr (duel de Loki et de 
Heimdallr~ と半ばあきらめている。彼のこの態度は悪意的に解すれば，その













Skaldskaparmal c. 6u. 16で二人がお互いの敵とよばれている場合にも ragnar凸kはヲ|









ネ申の黄昏)とあやまり訳されているが，原義は derHerrscher (=der G凸tter)
Scgnicksalである。火のE人 Surtrによる古き神々の世界の滅亡をし、ぅ 。古
高ドイツ語の Muspilliが似たような内容であるから，北欧だけの神話表象で
はなかったであろう。
